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こんにちは、よろしくお願いします。今日は
私なりに考えている今の政治状況、これからど
うなるのだろうというお話をしたいと思います。

まず、この日曜日には衆議院選挙の投開票日
が迫っておりますが、私はいつも選挙の前日の
読売新聞の一面に「拝啓、有権者の皆さんへ」
という記事を書きます。何を書くかというと、
一体私たちは何を基準に投票すればいいのだろ
うということです。

1 つは衆議院選挙というのは政権選択選挙だ
ということです。政権選択選挙というのは、こ
の政党に政権を取ってもらいたいと思って投票
する。それは自公の政権なのか、野党の政権な
のか、というのがまず 1 つの選ぶ基準です。

次は実績の評価です。自民党政権に対する評
価は、4 年前に衆議院選挙、政権選択選挙をやっ
たわけですが、安倍政権で 3 年、菅政権で 1 年、
この 4 年間にやってきたことに対する評価です。

一方、野党に対する評価はというと、国会で
少数であろうが、その立ち居振る舞いはどう
だったのか、野党なりに少ない数の中でどう
やってきたのかというのが評価の基準になりま
す。

また、今度の場合非常に大きいのは、共産党
と立憲民主党の間での限定的な閣外協力という
話があります。閣外協力とは大臣を出さないで
外から協力する。政府の方針を決めたり、法案
を決めたりする閣議に人を出さないで、それに
対して反対する余地を残すということです。協
力は協力でも一枚岩の協力ではないのです。野
党のそういう限定的な閣外協力をどう考えるの
かも、1 つの大きな基準になります。

しかし、どっちがいいかといっても、どうやっ
て判断するのだという話になります。

それは、さっき言ったこれまでの実績と、も
う 1 つは出している政策で比べます。

政策を見ると、みんな、あれをやります、こ
れをやりますといいことしか書かない。いいこ
とを書いていると、それをやってほしいと思い
ますが、一方でこれはきちんと財源の裏づけが
あるのかどうかを公約から見なければいけませ
ん。ただ受動的に聞くというのではなくて、私
たちも考えなくてはいけません。

しっかり自分で考えて政策を見たとしても非
常に難しいのは、1 つの政党の全ての政策に賛
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成だということは、まずないでしょう。私はそ
のときにいつも言っています。そのときは、自
分の中で政策に優先順位をつけ、自分の中の大
事だと思われるものについて、それぞれの党の
政策を比較して、こっちのほうがいいなと思う
方に丸をつける。それを順々にやって全体とし
て私はこの党のほうを支持する、という具合に
考えたらどうかと言っているのです。

私はいつも、誰かが 100％正しくて、誰か
が 100％間違っているなどということは政治
の世界ではあり得ないと言っています。ベスト
を求めてはならない。求めても無理。ベターも
ないかもしれない。「政治というのは悪さかげ
んの選択だ」と。これは福沢諭吉が言っています。

今度の自民党の総裁選では、派閥の論理だと
か、いろいろと言われましたが、私はそうでは
ないと思います。基本的に人間が信頼されてい
なければトップにはなれません。マキャベリは

「トップになるには愛されるよりも恐れられな
ければならない」と言っていますが、私は信用
されることも大事な要素だと思います。総理大
臣なんか一人でできるものじゃない。チーム力
と発信力が必要なのです。

一方、なかなか女性の宰相候補が出てきませ
ん。今度の総裁選では女性が 2 人出て、その
色合いが違ってきました。これを突破口に女性
宰相を早く実現してほしいと思います。

自民党総裁選の候補者討論のとき、私は「皆
さん、私は 50 年近く政治記者生活を送ってい

ますが、今の国会はいけません。ののしり合い
国会になっている。みんなそれぞれが国民の代
表として選ばれた人たちです。敬意を持たなけ
ればいけない。これは何ですか」と聞きました。

ただ、立場の違いがあるだけで、それなりに
人で選ばれているわけですから、そこは十分尊
敬し合いながら議論してほしいと思います。

最後に、これから 3 回目のワクチンとかが
ありますが、まずこれをきちんと進めていくと
いうことが大切です。政治の役割ってすごく大
きいのです。それから、私は一律 10 万円みた
いなことにはずっと反対だった。もう一律支給
はやめたほうがいい。本当に困っている人に渡
る政治というのをやらなければいけない。Go 
To トラベルにしたって失敗することを恐れな
いで、どんどん戻していったほうがいいと思う。
そうすると希望が少し出てくるんですよ。そこ
をどうやって迅速にするか、そのために政治が
あるのだから、そのリーダーシップを総理大臣
にはもっと発揮してもらわないといけません。

そして、それを発揮するためには日頃から
入念な準備をしなければならない。それもで
きるだけ多くの人が関与する形で。それと同
時に、なぜこれをやるのかを十分に説明しな
ければいけない。紙を読む必要はない。気持
ちを伝えるだけでいい。とにかく昔のいい日
常をみんなで取り戻すために私は命を張って
やっているんだという姿さえ見せればいい。具
体的なことはほかの人がやればいいのだから。
私はそう思います。　　　　　　　　　　（了）
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1．はじめに
新型コロナウイルス感染拡大により、私達の

生活は一変した。密になることを避け、テレワー
クやオンライン会議の実施が求められ、他人と
直接会う機会が減り、今まで当たり前であった
通勤自体が減った人もいる。

2021 年 6 月 4 日に内閣府が発表した「第 3
回新型コロナウイルス感染症の影響下における
生活意識・行動の変化に関する調査」による
と、東京圏在住者の 33.2％が、地方移住への
関心を持っており、感染拡大前に行った調査の
25.1％より 8.1 ポイント増えている。地方移住
への関心がある人の理由をみると、「感染症リ
スク」と答える人は 12.2％と、その半年前の
調査より 3.3 ポイント減少する一方、「自然豊
な環境の魅力」が 35.1％、「テレワークなら地
方でも働ける」が 25.4％、「仕事重視から生活
重視に変えたい」が 21.7％となっている。また、

「感染症と関係ない」という人も 22.9% あり、
緊急避難的に地方に移住するというよりも、コ
ロナ禍のこの機会に、自分達のライフスタイル
をもう一度見つめ直すことを考えている人が多
くなっていることがうかがえる。

2．背景
国勢調査によると、日本の人口は 2010 年の

1 億 2805 万人をピークとして、それ以降は減
少に転じている。和歌山県は、それより早く人
口減少が進み、1985 年の 108.2 万人をピーク
として、2015 年には 96.3 万人、速報値であ
るが 2020 年には 92.3 万人まで減少している。

そのため、和歌山県内では早い時期から都市
農村交流や移住促進の取組が始められ、過疎化・
高齢化が進む地域の活性化策として「わかやま
田舎暮らし支援事業」を 2006 年から開始し、
県と市町村、そして地域住民と一緒に移住支援
の体制づくりを行った。

市町村には、移住相談に対応する「ワンストッ
プ・パーソン」を配置し、地域では行政と住民

和歌山県の
「移住・定住大作戦」

について

橋爪  正樹
和歌山県企画部地域政策局移住定住推進課長

寄稿 1
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の間で中間支援を行う受入協議会を設置、県は
市町村を取りまとめ情報発信を行うとともに、
市町村間の情報共有や取組全体の調整を行って
いる。この取組は、当初は県内 5 市町村でスター
トし、2017 年には「ワンストップ・パーソン」
が 30 市町村すべてに配置され、受入協議会が
22 市町村において設置されるに至った。（阪井

（2021）を参考）
東京一極集中を是正し、地方の人口減少に歯

止めをかけ、日本全体の活力を上げることを
目的とした一連の施策である「地方創生」が、
2014 年に発表され、それを機に地方自治体で
はより一層、移住定住施策に取り組むことと
なった。和歌山県では 2015 年から、「くらし」

「しごと」「住まい」の 3 つの側面を県が支援し、
和歌山への移住促進とそれに伴う地域の活性化
を図る「移住・定住大作戦」に取り組むことと
なり、予算も増額した。若年移住者への奨励金
や現地体験会の開催など移住のインセンティブ
となる支援や機会を創出するとともに、東京に
相談窓口を設置、県内では移住希望者に対し仕
事や生活情報を提供する相談窓口を一元化し、
また、空き家バンクを創設して住まいを確保す
る施策などにも取り組んだ。

3．令和 3 年度の和歌山県の取組
2015 年から開始した「移住・定住大作戦」

については、世の中の情勢を反映しながら事業
をスクラップアンドビルドし、2021 年（令和
3 年）度については、主に以下の事業に取り組
んでいる。

1）キャリアチェンジ応援プロジェクト
　　しごと
　  　転職成功までの様々なサポート業務を

行うキャリアアドバイザーを東京と大阪
の相談窓口に配置

2）「しごと」のある「くらし」体験
　　くらし　しごと

　  　農業やカフェなど移住希望者のニーズ
にあった仕事を体験するとともに、ゲス
トハウス等に宿泊し、地域の暮らしを体
験するお試し移住を支援

3）移住支援金 　くらし　しごと
　  　東京 23 区からマッチングサイトを通

じて就業した方に対する支援金（世帯
100 万円、単身 60 万円）を支給してい
るが、2021 年から、テレワークにより
東京での業務を和歌山で継続する場合等
を追加

4）空き家の活用支援 　住まい
　  　「わかやま空き家バンク」に地域の空

き家情報を集積して公開するとともに、
空き家の改修費（補助率 2 ／ 3、最大
80 万円）や家財道具の片付け費用（8 万
円）を支援（ただし対象地域の条件あり）

5）移住者向け住宅設備 　住まい
　  　市町村が整備を行う、移住者向けシェ

アハウスや古民家の改修費用等に対して
補助

また、人口減少が進む中、地域の活力維持や
将来の移住につながる「関係人口」の創出が重
要であることから、2021 年度の新政策として、
大学生をターゲットとした「学生関係人口創出
マッチング」にも取り組んでいる。この事業は、
若者の減少により地域の活力が低下している地
域と、コロナ禍により大学内外での活動が減少
し、地域とつながる方法が分からない学生とを
マッチングするものである。和歌山大学が受託
研究事業として実施し、大学生自らがプロジェ
クトチームに参画、学生の視点に立ったアプリ
ケーションを開発した。体験プログラムには、
農作物の収穫体験、イベントの運営、地域伝統
工芸の共同作品の開発などが登録されており、
2021 年 10 月から運用を開始している。
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4．今後について
前述したように、東京圏在住者の 33.2％が

地方移住への関心を持っているが、テレワーク
が普及しても定期的に出勤する必要がある場
合、東京圏近郊への移住が増えることがあって
も、遠く離れた和歌山への移住を加速すること
はできない。

そのために、次の 4 方面へのターゲットに
向けた取組が必要と考えている。
1）企業誘致に伴う移住

地価が高い都心に大きなオフィスを構えてい
た企業は、テレワークが進むことによりオフィ
スへ出勤する人が少なくなると、オフィスを縮
小したり、サテライトオフィスを作って、分散
しようとするであろう。その際、企業の全部門
を和歌山にと言うのは難しいかもしれないが、
その一部を和歌山に開設する、ということは
大いに考えられる。例えば、2021 年 10 月 25
日に和歌山県と進出協定を締結した、株式会社 
Relic（レリック）（本社：東京都渋谷区）は、
和歌山市にシステム開発拠点、白浜町にインサ
イドセールス拠点を開設することとなった。
2）転職なき移住

2021 年 10 月 15 日に和歌山県とワーケー
ション・移住に関する協定を締結した富士通株
式会社（本社：東京都港区）は、固定的な場
所や時間にとらわれない新しい働き方「Work 
Life Shift」を推進しており、テレワークを活用
した遠隔勤務により、転職することなく、和歌
山に住むことが可能である。今後このような働
き方を推進する企業が増えていくことが予想さ
れるため、そのような企業に PR し、和歌山に
呼び込む必要がある。
3）個人移住

従来は、「田舎に暮らして自分らしい生活を
したい」「退職後は家庭菜園でもしながらのん
びりしたい」という田舎暮らしをしたい人が和
歌山に移住してくるケースが多かった。最近は、

「東京 23 区や大阪の中心のようなゴミゴミし

たところは嫌だが、田舎でなくもうすこし便利
な街に住みたい」、と考える人が随分いると感
じている。例えば、和歌山市や田辺市や橋本市
というようなところである。今後はこのような
新しい考え方を持つ個人移住の人達もターゲッ
トとして考えていく必要がある。
4）農林水産業の担い手として移住
「果樹王国和歌山」「木ノ国和歌山」「生マグ

ロ日本一」など、和歌山の農林水産業のポテン
シャルは高いが、国勢調査によると 2015 年の
第一次産業の従事者数は約 39,000 人で、30
年間で約半分に減っており、産業維持のため、
担い手不足が課題となっている。県内在住者だ
けでなく、移住者の就業支援についても力を入
れており、農業経験のなかった移住者が、トレー
ニングファームなどで研修を受け、農林水産業
に取り組む事例も増えている。

和歌山への移住者・定住者を増やすためには、
今住んでいる人達が和歌山に住んで良かったと
いう満足感を得ることができる「ふるさとづく
り」が大切である。行政だけが頑張るのでなく、
地域の人々が「人ごと」でなく「自分ごと」で
考え、行動することで、もっともっと和歌山に
人を呼び込むことが可能になると思う。

【参考文献】
阪井加寿子（2021）：都市農村交流事業によ

る地域づくり　農村における中間支援機能に注
目して . 筑波書房 .
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1．会社概要・理念
2021 年 1 月に設立された地域商社「株式会

社ロカリスト」についてご紹介いたします。
地域商社事業について、一般的には地域の優

れた産品・サービスの販路を新たに開拓するこ
とで、従来以上の収益を引き出し、そこで得ら
れた知見や収益を生産者に還元していく」こと
といわれております。

地域産品の商品力と販売力を強化するために
は、消費者の方々が求めるもの、欲しくなるも
のを知る必要があり、こうした情報を生産者に
還元し、ときには生産者とともに新たな価値を
生み出すことが地域商社に期待される役割であ
るということです。

　
「ロカリスト」という社名は、「Local」（地域）

と「Ist」（人）をかけ合わせており、「地域人・
地元の人たち」「地域の課題解決のために努力
し続ける人」「ローカルを取り入れたライフス
タイルを楽しむ人」などを表しています。地域
商社に期待される役割を果たすために、社名の
とおり、地域に関心を持ち、地域の方々ととも
により魅力的な和歌山を創り出すことを目指し
て活動を行っております。

＜紀陽銀行との地方創生に関する包括連携協定＞
当社は、設立と同時に株式会社紀陽銀行（以

下、同行）との間で「地方創生に関する包括連
携協定」を締結いたしました。この協定は「和
歌山県内の地域経済活性化に寄与する」ために
両者が協調して地域特産品等の販売促進や地域
産業発展の推進に向けた取組みを連携して行う
ことを目的としています。

協定に基づく最初の取り組みとして、同行が
従来使用していた南海なんば駅 2 階中央改札
口前の「なんばスクエア」を賃借し、和歌山県
の特産品を大阪エリアの方々に紹介するととも
に、地域特産品と同行および当社のブランディ
ング拠点として活用することといたしました。

地域商社
「ロカリスト」について

寄稿 2

稲田  貴一
㈱ロカリスト 代表取締役
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会社設立の準備段階から地域特産品の販路拡
大をお手伝いすることを事業の柱のひとつとし
て捉えており、その第一歩を「なんばスクエア」
から踏み出しております。

2．地域特産品の販売
＜フルーツ王国和歌山＞
「なんばスクエア」を活用した活動にあたっ

ては、まずは「フルーツ王国和歌山」の特色を
生かし、和歌山産フルーツを PR することから
始めることとしました。和歌山県といえばみか
ん、柿、梅などが生産量日本一として有名であ
りますが、桃やレモン、キウイフルーツなども
全国的に上位の生産量を誇るなど多種多様な果
物が栽培され、パイナップル以外の果物はすべ
て生産されているといわれています。

ところが、このような「フルーツ王国和歌山」
の姿はまだまだ知られていないことも多く、果
物を通じて和歌山県の魅力を幅広く発信できれ
ばと考え準備を進めました。

＜特産品販売の準備＞
和歌山産フルーツの PR を通じたブランディ

ングを行うにあたり、設立されたばかりの当社
には当然ながら果物はもちろん「モノ」を販売
した経験がないこともあり、生果ではなく比較
的賞味期限が長い加工品（ジャム、蜂蜜等）を
取扱うこととしました。

まずは、当社の存在と活動趣旨をお伝えする
ために和歌山県内の加工品メーカーや農業生産
者など 200 を超える事業者を訪問し、紀陽銀

行との連携協定に基づく取り組みなども含めて
ご説明することからスタートしました。そのな
かで、当社が取り組もうとしている地域商社事
業の趣旨については、ほぼ皆様にご理解いただ
き、賛同を得ることができたのではないかと感
じました。また、当社での加工品取扱いについ
ても、商品の供給等にご協力いただけるという
お声を頂戴することができました。

一方で、会社設立時の当社社員は 6 名全員
が銀行出身者または銀行からの出向者であり、
前述通り仕入れや販売の経験がないことから、
訪問先での生産や卸、小売に関する話題が全て
と言ってもいいほど新たな発見の連続でもあり
ました。
「ジャムなどの加工品は取り扱いやすいが故

に参入が容易であり事業展開が難しい」「小売
店を運営する場合、レジでの最大処理件数が売
上の限界」といった販売に関するものや「加工
品のもとになる農産品の生産人口の減少」「繁
忙期の人手不足」といった生産農家の現状、ま
た、当初は認識していなかったような作り手の
存在など、事業計画の微調整や修正へのアイデ
ア、新たな取り組みのヒントとなるようなお話
を多数聞くことができました。この経験が現在
の事業活動の大きな礎となっています。

＜準備段階での気づき＞
「なんばスクエア」でのフルーツ加工品販売

に向けた準備を進めるなかで痛感したことがひ
とつありました。

それは自社ブランドを確立され、自社で相応
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の販路をお持ちのメーカーは、できたばかりの
当社が販路拡大のお手伝いをすることにさほ
どの期待を持たれていないということでした。
当社の理念や活動趣旨には賛同いただける一
方で、本格的な活動を行っていない当社に大き
な期待をすることはできないという至極当た
り前の現実です。当社としましても、こうした
メーカーの方々からは教えていただくことば
かりで「ギブアンドテイク」ではなくて「テイ
クアンドテイク」の状態であり、当社がお力に
なるには「時期尚早」であることが浮き彫りに
なりました。当社としても「自分たちにできる
ことは何なのか」ということを改めて考えるよ
い機会となりました。

このように多くの方々からの助言などをいた
だき、日々の新たな気づきを通じて「今できる
こと、すべきこと」として以下の点に取り組む
こととしました。

①　商品の供給力に余力はあるが販路に課題
を抱えているメーカーのお手伝い

②　市場（特に大阪圏内）にあまり流通して
いない特徴ある商品の紹介

③　「ロカリスト」の名前を知ってもらうこと

＜「なんばスクエア」店舗をオープンしてみて＞
準備段階でいろいろ気づきがあり少しずつ

「今できること、すべきこと」が見えてきた「な
んばスクエア」の拠点ですが、当初の 4 月 29
日の予定からコロナ禍の影響で約 2 か月遅れ
の 6 月 24 日に開店いたしました。

開店当初は和歌山県内の 20 を超えるメー
カーから約 80 種類のジャムや蜂蜜などを仕入
れさせてもらい、多品種の品揃えにより「フルー
ツ王国和歌山」のインパクトを感じてもらえれ
ばという期待をもってスタートしました。最初
のうちは物珍しさもあり、この戦略が功を奏し
たかのように 1 日当たりに購入いただくお客
様の数、売上金額、個数も予想以上の数字とな
りました。同時に、和歌山のフルーツや産地、

メーカーについても店頭でお尋ねになられるこ
とがあるなど一定の効果は得られたものだと感
じていました。

しかしながら、開店後 2 週間を過ぎた頃か
ら徐々に購入いただくお客様の数が減り始める
ということになりました。いろいろな要因があ
るとは思いますが、「賞味期限が長い」という
ジャムの特性が回転率を低下させているのも一
因ではないかと感じました。フルーツ加工品を
通じた和歌山の魅力発信を続けながら、次なる
商品展開、独自性の打ち出し方など新たな課題
に直面した次第です。

ただ、そのなかでもリピーターが多く、開店
から今に至るまで安定的に購入いただいてる商
品もあります。それが『レモンカード』です。
『レモンカード』は有田市でフランス料理店

を営んでいた「喜多亭」様が製造する「プレミ
ア和歌山」にも認定されている商品ですが、和
歌山県外では期間限定の催事等を除いてどこに
も販売されていませんでした。当社としても開
店準備を進めるなかで商品ラインナップにバリ
エーションを持たせる必要があると考えていた
こともあり、純粋に美味しい一方で知名度が高
いとはいえない『レモンカード』の取扱いを決
めました。そのなかで、特別感を出すとともに

「ロカリスト」の名前を知ってもらうために「喜
多亭」様とも話し合い、当社の PB（プライベー
トブランド）での製造を委託、PB 商品として
店頭での販売に至ったものです。

PB 商品として店舗のセンターテーブルに陳
列したこともありますが、多くのお客様に関心
を持っていただき、現在まで店舗全体の売上金
額、個数ともに約 3 割を占める商品となって
います。
「今できること、すべきこと」の①②③の実

現に近づくことができた事例であると考えてい
ますが、現在は「第 2 のレモンカード」を創
り出すために和歌山県内を駆け巡っているとこ
ろであります。
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3．現在の活動と今後の構想
和歌山県産品の販路拡大のお手伝いとブラン

ディングが当社事業の柱であり、「なんばスク
エア」での販売事業以外にも幅広い取り組みが
必要でありますが、「今できること、すべきこと」
の①を愚直に進めていくことがその原点である
と考えています。

現在、障がい者の方々の就労支援施設に PB
商品の製造を委託し、「なんばスクエア」で販
売することも始めています。就労支援施設では、
障がい者の方々のために職業訓練や職業のご提
供を行っており、みかんジュースやゼリー、バ
ウムクーヘンなど和歌山県の特産品を使った加
工品も多数製造しています。丁寧な工程で製造
された商品は一味違った特色があると考えてお
り、こうした商品を広くご紹介することによ
り、就労支援施設の収益拡大を通じた障がい者
の方々の就労環境向上という形で地域にも貢献
できるとともに SDGs の取り組みにもつなげる
ことができるのではないかと考えています。

就労支援施設とのコラボレーションは当初は
全く思いつきもしなかったことですが、多くの
生産者やメーカーの方々とお話をするなかで当
社でお手伝いできることがあるのではないかと
考えることができました。当社の活動は、地道
に地域の方々と向き合い、地域で起こっている
こと、皆様が課題と思っていることをいかに多
く発見できるかが鍵であると感じています。

また、「なんばスクエア」での対面販売だけ
でなく、特産品を幅広く知っていただくために
は多様な販売機能、チャネルが不可欠です。チャ
ネル拡大の一環として 11 月には EC サイトを
開設いたしました（https://localist-w.co.jp）が、
将来的には卸機能を有することも視野に入れる
必要があるのではないかと考えます。卸機能に
ついては、受発注から商品保管、配送等物流面
の体制整備が必要であり、実現には時間がかか
るものと思われますが、できることから着手し
ていきたく考えています。

さらには、これまでの特産品販売を進めるた
めの活動を通じて、耕作放棄地、空き家、空き
店舗が深刻な問題となりつつあることも認識し
ました。このような問題に対しても、地域商社
としてできることがないのかということを模索
していきたく考えています。

最後に、できたばかりの会社でありまだまだ
力不足ではありますが、こんな会社があるとい
うことをまずは覚えていただき、何かあればロ
カリストにお気軽にお声かけください。

今後ともよろしくお願いいたします。
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統計データ利活用センターについて
平成 30 年 4 月に和歌山県に「統計データ利

活用センター」が開設され、3 年半がたちまし
た。

統計データ利活用センターでは、先進的な
データ利活用の拠点として、大きく 3 つの取
組を行うこととしております。

1 つ目は、高度で詳細な分析を実現するため
の「統計ミクロデータの提供」です。これによ
り、我々の持つ信頼性の高いデータがより多様
に活用されることとなり、社会や経済の発展を
生み出す新たな発見につながることになると考
えております。

2 つ 目 は、「EBPM（Evidence Based Policy 
Making、証拠に基づく政策立案）やデータサ
イエンスに役立つデータ利活用の推進」です。
地方公共団体においても、統計ミクロデータを
始めとする、各種のデータを活用した課題解決
の取組は、極めて重要となっております。これ
に対する支援や、共同研究、優良事例の横展開
などを行っていきます。

3 つ目は、「データ利活用に関する人材育成」
です。データから価値を生み出すことのできる
データサイエンティストの育成は、今日我が国
の大きな課題となっております。我々としても、
行政におけるデータサイエンス力の高い人材の
育成や広く社会の統計リテラシーの向上に向け
た取組を進めてまいります。

これらを推進することにより、国、地方、国
民の合理的な意思決定の基盤の一翼をなすこと
が当センターの重要な意義となっています。

EBPM とは
さて、前項でも言及しました EBPM とはど

のような取組を指すのか、ご存じでしょうか？
EBPM とは、
①　政策目的を明確化させ、
②　その目的達成のため本当に効果が上がる

政策手段は何かなど、政策手段と目的の論

EBPM（証拠に基づく
政策立案）に資する
統計データ利活用

寄稿 3

赤谷  俊彦

総務省統計局・独立行政法人統計センター 
統計データ利活用センター　センター長



21 世紀WAKAYAMA 1321 世紀WAKAYAMA

理的なつながりを明確にし、
③　このつながりの裏付けとなるようなデー

タ等のエビデンス（根拠）を可能な限り求
め、「政策の基本的な枠組み」を明確にす
る取組

をいいます（EBPM 推進委員会 EBPM 課題
検討ワーキンググループ取りまとめ（令和 3
年 6 月 23 日）（内閣官房行政改革推進本部事
務局）を一部加工）。これにより、限られた資
源を有効に活用し、国民により信頼される行政
を展開することが期待されています。

従来の意思決定は、ややもすると、たまたま
見聞きした事例や限られた経験をもとになされ
ていました。いわば「エピソード・ベース」の
立案で、これでは効果の分析が十分に行えませ
ん。これに対し、変化が生じた要因についての
事実関係をデータで収集し、どのような要因が
その変化をもたらしたかをよく考え、データで
検証しようという動きが活発になっており、行
政においてもここ数年で EBPM の名で重要視
されてきています。和歌山県に統計データ利活
用センターが開設されたのも、国・県ともその
重要性を強く認識していることの表れであると
認識しています。

では、エビデンスとは具体的にはどのような
ものを指すのでしょうか。統計学を活用した
ビッグデータの分析ツールを開発・提供する
企業である株式会社データビークルによれば、
エビデンスにはレベルがあり、大きく分けて 4
～ 5 段階に分かれます。皆様におかれても引

用しがちな有識者・専門家の意見は「権威の意
見や理論」の段階に該当し、エビデンスとして
は最もレベルが低いものとされています。レベ
ルが低い順に「権威の意見や理論」、「事例報告」、

「調査データの分析」、「ランダム化比較実験 i」、
「メタアナリシス ii」となっており、「調査デー
タの分析」以降がデータの利活用が必要なエビ
デンスです。よって、EBPM を推進するために
は、証拠となる統計等の整備・改善が重要であ
り、逆に EBPM を推進することにより、ニー
ズを反映した統計等が一層求められることにな
ります。政策の改善と統計の整備・改善が有機
的に進むことから、EBPM と統計の改革は車の
両輪として一体的に進めていくことが必要なの
です。

ビジネスにも役に立つ地方公共団体の EBPM
推進事例

統計データ利活用センターでは、地方公共団
体における統計データ利活用推進事業の支援と
して、統計データ利活用推進に係る研究、セミ
ナーや研修会の開催、行政データ等と統計デー
タを組み合わせた行政課題解決に資する取組な
どを推進しています。

そして、データ利活用・分析に関する優れた
取組を行う地方公共団体を表彰するとともに、
地方公共団体のためのデータ利活用支援サイト

（Data StaRt：データ・スタート）で優良事例
として取組内容を紹介しています。

地方公共団体のためのデータ利活用支援サイト（Data StaRt）　　https://www.stat.go.jp/dstart/
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一例として、地方公共団体における統計デー
タ利活用表彰（第 4 回）で総務大臣賞を受賞
した「葉山町きれいな資源ステーション協働プ
ロジェクト」をご紹介します。

本取組は、町内にある資源ステーション（資
源集積所）に取り残されるごみを無くすために
取り組んだプロジェクトです。町内（自治）会
との協働により、資源ステーションをモニタリ
ングし、どのようなごみがどれだけ取り残され
ているかをデータ化し、分析を行いました。す

ると、モニタリングの結果から、要因は「不法
投棄」ではなく「単純な分別間違い」や「収集
後の後出し」と判明したのです。そのため、以
降は分析を踏まえた仮説を立て、これに基づく
対策として「チラシのポスティング」「『収集終
了』看板の設置」を新たな対策として行い、そ
の効果をランダム化比較試験にて測定しまし
た。測定の結果、『収集終了』看板の設置が効
果的であることが確認されたため、看板を町内
の全ステーションに設置しました。

この取組は、ビジネスにおいてもマーケティ
ングの手法としてそのまま応用が可能なものに
なっていると考えられます。すなわち、市場や
顧客ニーズのモニタリングを踏まえ、広告や販
促ツールの活用の効果をランダム化比較実験

（もしくはランダム化比較実験の考え方をもと
にした A/B テスト）の事例としてとらえると、
大変興味深いのではないかと思います。

ほかにも Data StaRt には多くの事例を紹介
するとともに、「EBPM 活用塾」として解説や
演習を掲載しているので、是非お役立てくだ
さい。

統計データ利活用イベントのご紹介
統計データ利活用センターでは、Society5.0

など新たな時代を見据え、データから価値を創
造するデータサイエンス分野の人材育成やその
実践を推進しています。

令和 2 年度においては、ビジネス活用を始
めとして広く統計データの利活用を進めるた
め、ビジネスパーソンを対象とした統計オープ
ンデータ（e-Stat、jSTAT MAP 等）の活用に資
するイベント「ビジネスパーソン向け統計デー
タ利活用 1day セミナー」を web 開催しました。
全国から約 140 名に受講いただき、大変好評

先進事例
「葉山町きれいな資源ステーション協働プロジェクト」

（モニタリング・検証のイメージ及び
実際に配布したチラシの例）
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をいただいております。セミナーの模様は統計
データ利活用センターのサイトに掲載されてお
りますので、ご覧いただけますと幸いです。
（https ://www.stat .go . jp/r ikatsuyou/

training/index.html）
社会生活のあらゆる場面で統計データが利用

されるようになり、統計データを正しく読み解
く力が社会全体で必要となっていることを踏ま
え、今後もビジネスやキッズも含め幅広い層の
統計リテラシーの向上に関する取組を推進して
まいります。

統計データが国民にとって合理的な意思決定
を支える基盤であることに鑑み、統計データ利
活用センターは今後も皆様に有用な情報を発信
してまいります。各種ご相談にも応じておりま
すので、お気軽にご連絡をいただけますと幸い
です。
（お問合せ先 : 総務省統計局 統計データ利活

用センター data-rikatsuyou@soumu.go.jp）

i  治療などの介入効果を科学的に分析・推論する手法。
対象者をランダムに２グループに分け、ある政策手
段の対象とするグループ（介入群）と対象としない
グループ（比較対照群）間の比較を行い、政策効果
の分析・推論を行うこと。
ii  過去に行われてきた種々の研究を集積し、その分
析結果に対する分析を行うこと。
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ぼくが生まれたのは 1950 年代半ば、南海沿
線の泉大津という街である。

大阪と和歌山を結ぶその鉄道に、子どもの頃、
「黒潮号」という「南紀直通特急」が走っていた。
南海本線は和歌山市までなのだが、列車は国鉄
に乗り入れて、紀勢本線を南に向かって走って
いくという。

──和歌山のずっと向こうまで行くんだ
……。

まだ見ぬ白浜や新宮というまちに憧れ、「黒
潮」という言葉を知ったのも、そのときだった。
なんて豪快でカッコイイ名前なんだろう。「黒
潮号」は南海本線のふつうの特急よりも停車駅
が少なく、ずっと速く走る。しかも、南海のシ
ンボルカラーであるグリーンやライトグリーン
の電車ではなく、ダークブルーの客車で、とて
も目立っていた。
「黒潮号」以外にも、「きのくに号」という国

鉄の準急も南紀直通で乗り入れていて、クリー
ム色と朱色の国鉄色の車両だった。こちらは
ディーゼルカー。走っていく音も電車とは違っ
ていた。

鉄道好きの少年にとって、南紀直通列車「黒
潮号」や「きのくに号」は特別な存在だった。
あの列車に乗って、南に行きたい──そういう
夢のような存在だった。

和歌山とのぼくの出会いは、ここからはじ
まっている。

＊　　　　＊　　　　＊　　　

思えば、はじめて夜光虫を見たのも和歌山。
箕島沖にある初島の海だった。

高校一年生の夏休み。水泳部の仲間と一緒に
キャンプに出かけ、初島でテントを張った。そ
の夜、海で泳ぐと、水をかく腕や、水をうつ脚が、
あやしく青白く光ったのだ。ぼくらは不思議な
そのひかりに魅せられ、なぎさを走ったり、海
の水をかけあった。すると、青い炎がからだの
周りで、鬼火のように音もなく燃えるのだった。 

エル･スール〜南へ

寄稿 4

吉村  喜彦

作 家
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　その数日後、大阪に帰って水泳の試合に出た
のだが、海で泳いだせいか、からだが妙に重た
く、みんなさんざんの成績だった。そして、泳
ぐ自分のまわりに、あの青いひかりがなくて、
妙に寂しかった。

いまから思えば、思春期のリビドーのひか
りが、あの夜光虫の青白い炎だったような気
がする。

＊　　　　＊　　　　＊

なにより、ぼくにとって和歌山といえば、新
宮生まれの作家・中上健次さんだ。

大学時代に、中上さんの著作『岬』や『枯木
灘』など熊野サーガを読み、光と影にくっきり
と彩られた物語に心ひかれた。『紀州　木の国・
根の国物語」というルポルタージュにも感動し
た。中上さんが生まれ故郷の製材所や食肉セン
ター、漁協などで土地の人たちや地霊の声を聞
き取っていく。その姿に心打たれた。

その後、1986 年、ぼくがサントリー宣伝部
で働いていた頃、ひょんなことで中上さんと直
接会うことになった。電通の営業部長から、当
時電通にいた作家の新井満さん（中上さんとは
同人誌『文芸首都』の仲間だった）と中上さん
を紹介してもらったのだ。中上さんがおカネに
困っていて、そのことを友人の満さんに相談し、
満さんからサントリー担当の営業部長に話がき
て、「じゃあ、サントリーの部長と担当者と会
おうか」ということになったのだと思う。ぼく
は、その担当者だった。そんなこととはつゆ知
らず、憧れの中上健次に会えるのだと、いそい
そと店に出かけていった。

はじめて会った中上さんは、作品からの印象
とはまったく違っていた。シャイで、繊細で優
しい印象だった。新宿での酒を飲んでの暴力沙
汰など、いろいろ聞いていたが、それは、きっ
とガラス細工のような中上さんのこころを不用
意に傷つけた人間が、殴られたのだろうと思っ
た。熊のような大男を予想していたが、それも

まったく違っていた。背丈もぼくとそれほど変
わらない。

中上さんは、はにかみながら名刺を出した。
と、そこには「作家」ではなく、「ミュージッ
ク ･ プロデューサー」と書いてある。「どうして、
ミュージックなんですか？」　と訊くと、「文学
は音楽なんだよ」　中上さんがささやくような
小声で言う。

なにより、その声が素敵だった。すーっと心
のひだに入ってくるような、おいしい水のよ
うな声――ぼくが中上さんを好きになった瞬間
だった。

宴が終わって、中上さんと新井満さんは、赤
坂の夜の闇に消えていったが、ふたりのその後
ろ姿がとてもスマートだった。あの姿を見たこ
とが、ぼくの物書きの道への入り口だったのか
もしれない。

＊　　　　＊　　　　＊

それ以降、中上さんからちょくちょく会社
に電話がかかってきては、新宿二丁目に飲み
につれていってもらった。よく飲んだのは、

「西
にしんじょう

武門」という沖縄料理屋。石垣島生まれの
女将がやっている店で、そこでしこたま泡盛を
飲んではカラオケに行ったり、サウナで夜を明
かしたりした。

韓国・ソウルにも行き、サムルノリというパー
カッション・バンドの練習所を訪ね、サントリー
ホールでのライブ出演を、ふたりで依頼したこ
ともあった。新宮の実家で、『枯木灘』に登場
する中上さんのお母さんの茶粥を食べさせても
らったときは、感動した。

都はるみさんを主人公にした小説『天の歌』
の出版記念パーティーも、担当させてもらった。　
那智勝浦の仕事場に泊めてもらい、補

ふ

陀
だ

洛
らく

渡
と

海
かい

のことを教えてもらったこともあった。
数えきれない思い出が、中上さんと知り合っ

てからの六年間にある。「お前は、ひとが着て
いる裃

かみしも

を脱がす天性がある」と褒めてくれ、弟
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のように可愛がってもらった。
当時、ぼくは文学周りの人間ではなかったか

ら、たぶん、要らぬ緊張感をもたずに接するこ
とができたのだろう。

＊　　　　＊　　　＊

中上さんから教えてもらったことはたくさん
ある。

なかでも、いちばんは、「南」や「ボーダー（境
界）」の魅力でないか。

泡盛に開眼したのも、中上さんと「西武門」
で飲みはじめてからだ。女将とは中上さんが亡
くなってからも長くつきあわせていただいた。

（残念ながら、女将も他界された）
サントリーを辞めて独立したぼくは、小説も

ノンフィクションも書いているが、モチーフと
して沖縄やボーダーは欠かせない。いちじは沖
縄に年に五、六回往復し、おかげで多くの友だ
ちができた。ぼくの出身地＝大阪と同じくらい、
たいせつな土地になっている。

拙著『ウイスキー・ボーイ』という小説を書
く際に、補陀洛渡海のことをあらためて調べる
と、なんと那智勝浦から沖縄に漂着した僧が二
人いた。沖縄本島の西原に着いた禅

ぜん

鑑
かん

と、金
き

武
ん

にたどりついた日
にっ

秀
しゅう

だ。黒潮の流れに逆らって、
よくぞ生きて沖縄まで到着できたものだ。

那智勝浦にある補陀洛山寺で、復元された補
陀洛渡海の舟も見たが、全長 6 メートルほど
の小さな舟だった。わずかな食糧と灯油を積み、
横になるのがやっとの船室は、逃げ出さないよ
うに釘が打たれた。「漂流する棺桶」にのって、
僧たちは、南の海にあるといわれる観音浄土に
旅立った。

禅鑑と日秀は、現世と来世のボーダー（あわ
い）に身をおきながら、南へ、南へと、黒潮を
上ったのである。

＊　　　　＊　　　　＊

日秀は、漂着した金武に観音寺を創建。境内

には巨大な鍾乳洞があり、いま、その鍾乳洞の
一部では泡盛の古酒（クース）が貯蔵されてい
る。ぼくもそこでクースを預かってもらったこ
とがあるが、鍾乳洞のなかは、まさに「根の国」
だった。泡盛は、闇のなかで熟成を重ねていく
のだ。

しかし、その闇は、来世へのひかりに満ちた、
充実した闇である。泡盛（酒）は、現世と来世
のあわいを旅しているのだ。

老子は「衆妙の門は玄なり（すべての根源は
闇である）」と書いている。

中上さんは、熊野を「光と闇が瞬時に入れか
わる世界＝光が闇であり、闇が光である世界」
として繰り返し描いた。浄土とはまさにそうい
う世界でないか。

「きのくに」とは「気の国」。たましいの国のこ
とだ。

「ねのくに」とは「根源の国」。
たましいの充ち満ちた根の国＝紀州は、また、

闇の国であり、光の国である。矛盾を包摂し、
死と再生をつかさどる土地。その闇は、根源へ
と、天へと通じている。

紀州熊野のひと＝中上健次は、そう、ぼくに
教えてくれている。
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1．はじめに
通常、アンケートを行うときには複数の設問

の項目があり、項目に対する回答は相互に関連
があるという可能性を想定する。特に、注目し
ている項目の回答結果には、その要因や要素と
して他の回答に求めようとする、ということが
よくある。

そのような場合は、クロス集計表を作って 2
つの項目の関連を評価する。ところがそれは意
外に難しい。2 つ項目 A,B の回答が共に「はい」

「いいえ」の二者択一であり、A が「はい」な
ら B も「はい」、A が「いいえ」なら B も「い
いえ」、というような傾向が明らかである場合

（表 1.1） はよいが、それが微妙な配分の場合（表 
1.2）に関連がある、もしくはないと言い切る
ことに躊躇することが少なくない。また、回答
が 3 つ以上の場合はますます評価が困難にな
る。（こういったクロス集計表を評価するには

「カイ二乗検定」という手法があるが、ここで
は割愛する。）

さらに、クロス集計表はあくまで 2 つの項
目間の関係だけの評価に留まり、3 つ以上の項
目の関係性を評価しようとすると、2 つのとき
と比べて一層複雑で項目数の多い表（表 1.3）
となり、評価が難しくなる。

これらの課題を解決する手法として、多変量
解析の一つである数量化理論を用いる。

表 1.1  評価が容易なクロス集計表の例
項目 A ＼項目 B はい いいえ

はい 80 10
いいえ 5 40

表 1.2  評価が容易でないクロス集計表の例
項目 A ＼項目 B はい いいえ

はい 40 25
いいえ 30 35

アンケートの設問間の
関係を分析する

長谷川  強
（一財）和歌山社会経済研究所 主任研究員

研究成果報告
1
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表 1.3 3 設問のクロス集計表の例
項目 B   はい いいえ

項目 A ＼
項目 C 良い ふつう 悪い 良い ふつう 悪い

はい 10 25 5 30 20 10
いいえ 30 35 10 10 10 10

（数値はサンプル数、以下同じ）

2．数量化理論
2.1.  数量化理論とは
「数量化理論」とは、非常に大雑把に言うと、

回答に数値（点数）を割り付け、その値の大
小や合計値で事象を説明しようとする理論で
ある。

本稿では、実際のデータに数量化理論を適用
して、その特徴や留意点を述べる。そのデータ
はある地域で行った観光動態調査であり、その
調査項目の一つである観光客の全体的な満足度

（以下「全体満足度」という）と他の設問項目
との関連を分析することをテーマとする。

このように「満足（した・しなかった）」の
ような「質的データ」を判断基準（数量化理論
では「外的基準」という）として、「個別項目
の回答」のような「質的データ」を数量化する
手法は、「数量化Ⅱ類」と呼んで区別している。

2.2.  数量化の流れ
ここでは、各項目の回答に点数付け、言うな

れば配点を行い、その回答の有無で合計値を求
めて、全体満足度の満足「した」「しなかった」
を判定できるようにすることを目的とする。例
えば、「景観・雰囲気が良かったか」という項
目に対して「はい」に 1 点、「いいえ」に -0.5 点、
というように配点し、各回答者における各項目
の合計値で全体満足度の「した」「しなかった」
の判定が出せるようにする。

3．実データへの適用
3.1.  個別の満足度との関連
3.1.1.  分析対象の概要

計算の元となる理論及び数式化の過程は専門
書に譲ることにして、本稿では数量化Ⅱ類が実
用的に使えるか、分析対象に実データを用いて
検証する。

アンケートは、全体満足度を含めた 9 項目
について、満足度を 6 段階で回答する形式で
ある。これらの回答それぞれに配点を行い、合
計値を算出する。ある回答者 A の配点例を表 
3.1 に示す。表中の○印が A の回答箇所であり、
その合計値で判定することになる。

なお、判定の対象とする全体満足度は「大変
満足」「やや満足」と回答したサンプルを「満
足した」とし、それ以外（「わからない」、無回

答を含む）を「満足しなかった」というように
2 値に置き換える。A の場合は「満足しなかっ
た」である。

表 3.1  ある回答者 A の配点例

※分析の都合上、2 値とした。
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ひとまずこの配点をふまえた上で、全回答者
の配点の合計値を表すグラフを図 3.1 に示す。
グラフの折れ線のデータは以下の流れで作成
した。
• 全体満足度「満足した」「満足しなかった」

で回答者のグループを作る。
• 「満足しなかった」回答者を満足度の合計値

の数値の小さい順に並べる。

• 小さい順に並んだ回答者の順位（全数を 1
としたときの割合）を縦軸に、回答の合計
値を横軸に折れ線を作成する。

• 「満足した」回答者を数値の大きい順に並べ
る。

• 大きい順に並んだ回答者の順位（全数を 1
としたときの割合）を縦軸に、回答の合計
値を横軸に折れ線を作成する。

3.1.2  判定の精度
このグラフを作成することで、2 つの折れ線

の交点が、回答者の満足度の合計値で「満足し
た」「しなかった」を判断する境目、と考える
ことができる（「判別的中点」という）。この境
目から右にある、すなわち合計値が大きい回答
者は「満足した」グループの判定が成功となる。
一方、境目から左にある（合計値が小さい）回
答者は「しなかった」グループの判定が成功と
なる。

同時に、交点より下の回答者は「満足した」「し
なかった」の判定がいずれも成功していること
から、交点における順位の値を「成功率」とい
うことができる（「判別的中率」という）。

判別的中率は高いに越したことはないが、そ

もそも 2 つの折れ線の重なりが小さければ自
ずと判別的中率は高くなる。この重なりの小さ
さ、言うなればグループの「分離度」と連動す
る数値として「相関比」というものがある。相
関比は 0 と 1 の間であり、大きいほどグルー
プ分けがうまくできている、と言える。

本稿の例では判別的中率は 0.830 と 0.75 を
超えておりそこそこの精度があると言えるが、
相関比は 0.486 と 0.5 を下回っており、この
点ではあまり精度が良くない結果となった。

3.1.3.  満足度の判定に対する項目及び
　配点の影響

配点の合計値と配点の関係に着目すると、配
点が大きいほど「全体的に満足した」と判定さ

図 3.1 回答者の配点合計値と回答者順位（率）の関係（プロット図）
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れるようになっている。したがって、項目にお
ける配点の最大値と最小値の差（「配点差」）は、

回答者の合計値を左右することから、判定との
関連度とみなすことができる（表 3.2）。

この表から、「満足度 - 宿泊施設」「満足度 -
飲食」は配点差が大きく、他の項目と比較して
全体満足度の判定との関連度が大きいと言え
る。なお、「満足度 - 旅行中情報」については、
全体的な満足との相関が非常に微妙なため、配
点の計算結果は直観と逆になっている。一方で
配点差は小さく、全体満足度の判定との関連度
の小ささが反映されている。

3.2.  他の設問との関連
3.2.1.  観光資源

全体満足度との関連があるものとして、観光
資源に触れる機会を挙げることができる。ここ
ではそれらとの関連を分析する。

アンケートでは、史跡・名所、飲食店、物販店、
みやげ物、文化・自然体験などの観光資源を選
択肢として列挙し（「その他」を含む全73種類）、
触れたものがあれば選択する（複数可）という
形式で回答していただいた。回答は各観光資源
1 つにつき「触れた（行った、買った、体験し
たなど）」「触れなかった」の二者択一となる。

3.2.2.  多重共線性
「史跡名所 1」と「風景 2」については、配

点がそれぞれ逆転した値となっている（表 
3.3）。データを確認したところ、「風景 2」を
訪 れ た 人 の 99%（=25.8/（25.8+0.3）*100）
が「史跡名所 1」を訪れていた。その結果、配
点差は大きいが、回答者ごとに配点を合算した

結果への影響は小さい、という事象が発生して
いる。これは、「多重共線性（マルチコリニア
リティ、multicollinearity）」と言われる。分析
ではどちらか一方を除外して多重共線性を切り
離す。

3.3.  全体的な関連
観光資源、個別の満足度に回答者属性（年齢・

性別、出発地など）を加え、改めて分析した結
果として、設問の配点差における上位 10 項目
を表 3.4 に示す。ここから、各回答との相対的
な関連度の差を知ることができる。たとえば、

「満足度 - 宿泊施設」と「満足度 - 飲食」の配
点差は満足度以外の他の回答に比して大きく、
表 3.2 における分析と同じ傾向である。ここか
ら、「全体満足度は飲食、宿泊施設と関連が最
も高く、他の要素との関連は相対的に小さい」
ということができる。なお、判別的中率は 0.899
とまずまず、相関比は 0.532 で一応の精度を
確保した。

表 3.2  個別の満足度の配点差

※分析の都合上、2 値とした。

表 3.3  相関関係にある項目での配点
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一般的に、説明変数を増やせば増やすほど判
別的中率及び相関比は増加する。ただし、計算
の所要時間は加速度的に長くなること、変数間
に相関があると多重共線性が発生して、各回答
と全体満足度の関係を判断することが難しくな
ることなどのデメリットも生じる。

4．まとめと今後の課題
以上のことから、アンケートを全体的に分析、

評価する手法として数量化理論（Ⅱ類）が実用
面から適用が可能であることを明らかにするこ
とができた。一方で、多重共線性とそれに伴う
説明変数の選び方など注意すべき点があること
も明らかになった。

説明変数の選び方に関して実務においては、
説明変数の追加・削除、再計算、他の説明変数
への影響をチェック、という作業の繰り返しに
なる。このプロセスに、改善の余地があると考
える。

それらをふまえながら、クライアントにより
良い情報を提供できるよう、今後も研鑚に努め
たい。

参考文献：
涌井良幸、涌井貞美「多変量がわかる」技術

評論社 ,2016
菅民郎「多変量解析の実践（下）」現代数学

社 ,1993

酒井隆「図解 アンケート調査と統計解析が
わかる本 [ 新版 ]」日本能率協会マネジメント
センター ,2015

岡本安晴「いまさら聞けない Python でデー
タ分析」丸善出版 ,2019

堀田敬介「判別分析・数量化Ⅱ類・数量化
Ⅲ類」, 文教大学 Hotta Lab. 講義資料　最新版
資 料 倉 庫 （https://www.bunkyo.ac.jp/~hotta/
lab/courses/2003seminar/ch4-4_5_hotta.pdf）

福井正康・細川光浩「社会システム分析
のための統合化プログラム 7 ― 多変量解析 
―」福山平成大学経営学部紀要 （https://www.
heisei-u.ac.jp/ba/fukui/pdf/analysis7.pdf）

表 3.4  全体的な項目の配点差　上位 10 項目
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はじめに
わが国の人口減少は、とりわけ地方において、

少子化による自然減少だけではなく、人口流出
による社会減少もあり、深刻化の一途をたどっ
ている。東京一極集中の是正に向けた「定住人
口」増加を目指す地方創生策についても行き詰
まりをみせているといっても過言ではない状況
である。

そんな中、長期的な「定住人口」でも短期的
な「交流人口」でもない「関係人口」という新
たな考え方が注目されており、関係人口創出・
拡大の意義と地域活性化の可能性について考察
したい。

1．関係人口とは
「関係人口」とは、その土地に住んでいる、

もしくは移住した「定住人口」でもなく、また
観光などで訪れた「交流人口」でもない、居住
地とは違う地域を行き来して、地域や地域の
人々と多様に関わる人々のことを指している。
「関係人口」の取組は「交流人口」（狭義の意

味での観光）と「定住人口」（心理的にハード
ルの高い移住）の間、すなわち地域との多様で
継続的な関わり方を考える取組として捉えられ
ている。いわゆる「地域のファン」を増やすこ
とであり、地域の課題解決にも関わってもらえ
る地域外の人々とのネットワークをひろげるこ
とだといえる。概念的に広範に及ぶ関係人口は、
その形態も多種多様であり、様々な特性を持っ
ている。

関係人口の議論や政策形成に深く関与してい
る明治大学農学部の小田切 徳美 教授は、「関
心」（意識）を縦軸、「関与」（行動）を横軸と
して関係人口の諸形態を位置付ける「関わりの
階段」を提起している【図表１】。

また近年は、若者を中心としたライフスタイ
ルの多様化やネット社会の進展により、働き方
や働く場所も大きく変化しており、都市住民の
中には、従来の大都市志向から農山漁村地域へ

研究成果報告
2

関係人口創出による
地域活性化と

まちづくりのあり方

春木  吉彰
（一財） 和歌山社会経済研究所  研究員
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の志向がひろがる傾向もみられる。
ある特定の地域に想いを寄せる地域外の人材

との継続的かつ多様なネットワークを形成する
中で、地域へ貢献する人材へと導くことが重要
であり、ひいては地域外の人材による知恵、労
力、資金などの提供が地域内の動きと結びつき、
地域の活性化につながるものと考える。
「関係人口」の概念は、従来の「都市か農村か」

という二者択一的な考え方に変化をもたらした
点に大きな意義があり、都市部と地方は対立す
る存在ではなく、相互補完関係にあり、多様な
関わり方が存在するということがいえる。

2．関係人口のひろがりと重要性
少子高齢化に加え、東京一極集中、地方の衰

退が進む中、地域における担い手（人材）不足
が大きな課題とされている。地域住民主体のま
ちづくりから、地域住民と行政等各主体の連携
が進み、さらには NPO や民間企業など地域内
でのまちづくりの主体についても多様化してき
ている。地域主体の多様化に関しては、総務省
が H21（2009）年度から「地域おこし協力隊※」
制度を導入し、過疎地域の担い手不足を補うも
のとして、地域外からの人材確保の取組が進ん
できた【図表 2】。

資料：『「関係人口論」とその展開』小
田切 徳美（H29（2017）年国土交通
省国土審議会計画推進部会第６回住み
続けられる国土専門委員会資料）

資料：総務省「地域おこし協力隊の概
要」を基に作成（H26（2014）年以
降の隊員数は、名称を統一した「田舎
で働き隊（農林水産省）」の隊員数と合
算したもの）

※【地域おこし協力隊】 
  都市地域から過疎地域等の条件不利
地域に移住して、地域ブランドや地場
産品の開発・販売・PR 等の地域おこし
支援や、農林水産業への従事、住民支
援などの「地域協力活動」を行いなが
ら、その地域への定住・定着を図る取
組。活動期間は概ね１年以上３年以下
であり、地域おこし協力隊取組自治体
に対し、隊員の活動に要する経費等に
ついて、特別交付税措置を講じている。

図表 2　地域おこし協力隊の取組団体数と隊員数の推移

図表１　関係人口の諸形態
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しかしながら隊員数を R6（2024）年度に
8,000 人程度に増員するという政策目標が掲げ
られたこともあり、自治体間では隊員の獲得競
争のようなことが起こるケースもあるといわれ
る。これでは、「地域にどのような人材が必要
なのか」、また「将来どのような地域にしたい
のか」というビジョンを描けないまま、人数を
確保しているに過ぎない。人口減少、地域コミュ
ニティ・地域経済の衰退を阻止するために、自
分が住んでいる場所以外の地域と関係を持ち、
その地域の新たな担い手を育む一つのあり方と
して「関係人口」に基づく議論や関連付けた政
策の展開が一層みられるようになっている。

3．関係人口に関する既存施策
H27（2015）年度から取組が進められてき

た「まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、
少子化対策や地方圏から都市部への人口流出の
抑制を政策目標に掲げてきた。いくつかの地域
では、特徴的な事例や効果がみられるものの、
地方圏から都市部への転入増加に歯止めをかけ
るまでには至っていないのが現状である。関係
人口を維持・増加していくための既存の施策と
しては、【図表 3】で示したように 3 つの主要
な方向性でそれぞれ事業展開されている。

4．関係人口をきっかけとした地域活性化へ
の手がかり
「交流人口 ⇒ 関係人口 ⇒ 定住人口」というス

テップを想定した場合、各ステップで求められ
る対応が多様で異なるということが重要なポイ
ントである。関係人口の創出に向けてのコンセ
プト【図表 4】は多様かつ広範囲であるが、普
及においては、理論よりも現場での実践が先行
する分野だとおもわれる。現場では、自らの取
組が知らず知らずのうちに関係人口と密接に関
わっているということが少なくない。関係人口
の確保においては、人数的な確保だけでなく、

ターゲットとなる人材・層を明確にし、それぞ
れのニーズに沿ったイベントの開催や情報発信
等による質的な確保、募集方法の工夫、チャン
ネル（経路）の多様化を進めることが必要である。

地域側にとっては、産業振興や社会的課題の
解決、地域活性化につながるものであるが、人
材側にとっては、自らの夢の達成や新たなライ
フスタイルの確立等に意義がある。イベントや
まちの情報発信だけでなく、実際に関係人口と
なった人材や関係人口から定住人口へと転換し
た人材の人物像及びリアルな生活に関する情報
を発信することにより、まちの「良さ・暮らし・

図表 3　関係人口に関する既存施策の展開について
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しごと」を実感してもらうことが重要である。
関係人口を「サポーター」「プレイヤー」「チャ
レンジャー」といった階層に分類したり、関
心の度合いを「雑誌や SNS 等による情報発信」
～「移住」というように段階分けをしている
事例もある。地域への想いや関心度は一様で
はないため、情報発信やイベント開催、サポー
ト体制の分類化や整備も一層求められるとこ
ろである。

関係人口から定住人口への移行にあたって
は、移住者の不安や疑問を払拭し、移住後の生
活をイメージできるように、先駆者によるサ
ポート支援体制の果たす役割が大きい。単なる
移住時の住まいの確保への支援等にとどまら
ず、移住後の起業や地域住民との交流等の支援
が重要である。

関心や賛同は得られるものの、資金面での課
題がみられる事例もある。費用負担の大きいイ
ンフラ整備や初期投資には、ふるさと納税制度
のクラウドファンディングの活用や運営におけ
る資金循環の仕組みを構築することも重要であ
る。情報発信と合わせ、寄付やファンディング
等の資金確保の仕組みを構築することは、関係
人口創出に相乗効果をもたらすものといえる。

活動のひろがりへの対応・意思決定・責任の
明確化という観点からすると、「法人化」によ

る組織運営も有効な手段のひとつである。NPO
法人や一般社団法人などの非営利組織、また収
益性や運営の独立性向上のために株式会社化を
推奨する事例もみられる。

5．関係人口創出による地域活性化の可能性
と未来

地域の活性化において、「地域をどう変革さ
せていくか」、「地域の良さや特性をどう活かし
ていくか」が今後の重要課題である。どの地域
にも、気候や文化・歴史等他地域とは違った特
色や特徴があり、利用されずに眠っていた資源
や資産が、新たな価値を生み出す可能性を秘め
ている。

地方創生のトレンドでもある「地域特性を活
かした持続可能なまちづくり」の特徴的な事例
を参照し、和歌山県における今後の関係人口創
出の手がかりと可能性について考察したい。

事例①「サーフィンのまち×ショートパンツ
特化ブランド＜宮崎県＞」はサーフィンやマリ
ンスポーツのニーズと地域の気候や特色に合わ
せ、オリジナル商品を作り発信することで地域
ブランド力の向上に寄与している例である。ブ
ランド『Short pants every day』の創業者は、
宮崎が持つ「観光」と「マリンスポーツ」とい
う切り口から「新しいファッションスタイルを

図表 4　関係人口の創出に向けてのコンセプトのイメージ

資料：『関係人口に関する自主調査結果 
第 4 回「関係人口」創出に向けた取組
みの状況（2）～「「関係人口」モデル
事業」の各市町村の取組～』 ㈱インテー
ジリサーチ 公共サービス事業部ソー
シャル事業推進部
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日本全国に発信して、地元にポジティブな風を
吹かせたいというおもい」からブランド立ち上
げに至ったという。和歌山県においても、リ
バーレジャー（カヌーやラフティングなど）に
適した河川、本州最南端のダイビングスポット
として親しまれている串本の海等、スポーツア
クティビティやアウトドアのフィールドとなり
得る豊かな自然環境を有しているという特徴と

優位性がある。今あるもの（地域資源）に違う
角度から目を向け、発掘されていなかった価値
を見い出し活用することで、地域に関わる新た
な人の流れ「関係人口」を生み出す可能性が秘
められているのではないかと考える。

事例②「地域特性×民泊の可能性＜徳島県＞」
であるが、吉野川市美郷の農家民宿レストラン

『きのこの里』は、「美郷流マクロビオティック
料理」と銘打った「地産地消」の食事を一番の
売りにしており、地域が持つ文化や歴史を活か
し、その土地ならではの体験として提供するこ
とで付加価値を高めている。さらには、観光客
やゲストとの交流がオーナーご夫婦にとっての
生きがいにもつながっており、民泊を通じて観
光客だけではなく地元で暮らす人々も幸せにな

るスタイルを追求している点が特徴的である。
古くからある伝統的な地域資源をそのままコン
テンツとして提供することで、大きな投資をせ
ずとも地域に新たな活力をもたらしている良い
例ではないかと考える。また、空家等を地域資
源として捉え、体験型観光における宿泊施設へ
の積極的な有効活用をすすめ、地域活性化につ
なげたいとする自治体の思惑とリンクする部分
も多いと感じた。

魅力的かつユニークな宮崎県及び徳島県の取

事例①「サーフィンのまち×ショートパンツ特化ブランド＜宮崎県＞」

事例②「地域特性×民泊の可能性＜徳島県＞」

『Short pants every day』は、サー
フィンのまちである宮崎県発の
ショートパンツに特化したブラン
ド。宮崎の気候やマリンスポーツの
需要に合わせたアイテムで地域経済
に貢献し、地元の人が地域に愛着や
誇りを持てるようなブランディング
を展開しており、インスタグラム等
SNS を通じてスタイリッシュな地
方創生のあり方を演出している。

過去 20 年以上にわたり人口減少が
続いている徳島県は、地域活性化に
向けた観光政策や関係人口づくりの
一環としてさまざまな民泊を展開し
ている。農家民宿レストラン『きの
この里』は地元の農業文化（地産地
消）を存分に味わえる農家民宿とし
て、昨今の健康志向の高まりもあり、
注目されている。農家民宿レストラン『きのこの里』

※【マクロビオティック】穀物（玄米等）や野菜などが中心の日本の伝統食をベースとした食事法

「美郷流マクロビオティック※料理」

資料：『Short pants every day』ブランド　オフィシャルサイト 

資料：『持続可能な地方創生を実現する、地域特性を活かしたまちづくり事例 5 選』IDEAS FOR GOOD Business Design Lab Editorial Team 
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組事例であるが、現在は新型コロナウイルス流
行の影響により、観光客や宿泊客の往来が停滞
しており、非常に残念な限りである。

おわりに ～新たな感染症対策・生活様式を
踏まえた関係人口創出に向けて～

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう
中、各地でイベントや行事の自粛が余儀なくさ
れ、「関係人口」とされる人々の活動も停滞せ
ざるを得ない状況であるが、一方で、ICT 等通
信技術を活用したリモート形式の交流も徐々に
広まりつつある。移動や交通の負担がある種
ハードルとなり、地方との交流に躊躇していた
人々にとって、現地に実際に赴くことなくリ
モート形式で地域との交流ができるということ
になれば、関係人口としての新たな層の掘り起
こしにつながるかもしれない。この流れにより、

「リモート交流」も関係人口の一つのスタイル
となり得るのではないだろうか。

ただ、「リモート主体の関係人口」が一般化し、
より多くの地域と交流できるとなると、地域へ
の愛着や所属意識といったものが従来よりも希
薄になってしまうのではないか、という懸念も
ある。今後の地方創生においては、コロナ禍に
より従来と変わったこと、また変わらなかった
ことを見定め整理し、施策や取組に反映させて
いくことが必要であると考える。

これまで経験のない全国的な大災害ともいう
べき新型コロナウイルス感染症であるが、浮き
彫りとなった課題（医療体制のキャパシティの
問題・都市部と地方の社会的な分断等）が克服
され、都市部と地方が共生できる強固で柔軟な
社会の形成につながることを切に願うところで
ある。
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◆『「関係人口」とは？ ～観光でも定住でもない地域

の新たな戦略～』 JTB 総合研究所 主席研究員 吉口 克利

◆『人口減少社会における関係人口の意義と可能性』 

作野 広和

◆『地方創生と関係人口』 大阪産業経済リサーチ＆

デザインセンター 主任研究員 山本 敏也  

◆『「地域おこし協力隊」が抱える根本的矛盾』 木下 

斉 ダイヤモンド・オンライン 2018 年 12 月 19 日

◆『地方創生の促進が期待される｢関係人口｣の拡大』 

GLOCAL MISSION Times 亀和田 俊明 2019.12.30  

◆『関係人口に関する自主調査結果 第 4 回「関係

人口」創出に向けた取組みの状況（2）～「「関係人口」

モデル事業」の各市町村の取組～』 ㈱インテージリ

サーチ公共サービス事業部ソーシャル事業推進部

◆月刊事業構想 2020 年 7 月号『日本は「低密度居

住社会」へ感染症が可視化した一極集中のリスク』 

小田切 徳美（明治大学 農学部教授）

◆『持続可能な地方創生を実現する、地域特性を

活かしたまちづくり事例 5 選』  IDEAS FOR GOOD 

Business Design Lab Editorial Team 　2020 年 8 月

30 日 国内外の事例コラム

◆『Short pants every day』ブランド オフィシャル

サイト

◆『農家民宿レストラン「きのこの里」』HP

◆『コロナ禍のもとでの第 2 期地方創生「地方への

新しいひとの流れ」は生じるか』 JA 共済総合研究所 

主席研究員 木下  茂
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1．コロナ禍の状況（2021 年 10 月上旬）

○ 感染者数の減少
新型コロナウイルスの変異株（デルタ株）の

感染拡大により、日本国内では 7 月下旬以降、
新規感染者数が急増し、8 月下旬には 1 日の新
規感染者数が 2 万人を超えた（感染「第 5 波」）。
ワクチン接種が進む中で、65 歳以上の高齢者
への感染は減少したものの、10 代～ 30 代で
の感染が増加した。ただし、9 月に入ると、感
染は収束に向かい、9 月 30 日には、東京都な
ど 19 都道府県に発出されていた緊急事態宣言
が解除された。その後も、国内の新規感染者数
は減少を続け、10月10日には4日連続で1,000
人を下回った（2020 年 11 月以来、約 1 年ぶり）。

○ 人出増加するもコロナ禍前の水準に比べて
1 割少ない

レストランやカフェ、ショッピングセンター、
テーマパークなど小売・娯楽施設への人出状況
を見ると（図表 1）、9 月下旬の 3 連休前後に
人出が増加し、30 日に緊急事態宣言が解除さ
れた後も増加傾向にある。ただし、コロナ禍前

（2020 年 1 ～ 2 月）に比べると、1 割程度少
ない状況にある。

○ 感染対策への意識は高いまま
10 月 4 日、政府は国民の 6 割が新型コロナ

ウイルスワクチンの 2 回目接種を完了したと
発表した。同じく国民の 6 割前後がワクチン
接種を完了している欧米主要各国では、人出状
況が大きく改善しており、ドイツ・イタリアで
は 9 月中旬にコロナ禍前の水準を超える人出
となった（大和総研「日本経済見通し（2021
年 9 月）」）。日本国内においても、ワクチン接
種の普及により、人出状況・消費活動が大きく
改善することが期待されていたが、ワクチン接
種後も感染対策への意識は高く、外食や旅行機
会が大きく増加しているとは言えない 1。

経 済 指 標

「ウィズコロナ」における
企業の取組事例

藤本  迪也
（一財）和歌山社会経済研究所　研究員

～ 商業事業者を中心に ～
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2．予想されるウィズコロナ社会

○ ウィズコロナ社会に向けた動き
政府はコロナ禍においても、経済活動の制限

を最小限に抑えるため、「ワクチン・検査パッ
ケージ」の社会実証を開始した。ワクチン接種
済みまたは検査陰性者について、緊急事態宣言
下においても、多人数での飲食店利用（飲酒あ
り）、収容率 100％のイベント会場への入場、
都道府県をまたぐ移動が可能となるよう、ワク
チン接種証明・陰性証明の技術実証をイベント
会場等で行っている。サッカー J リーグ公式戦
において実施された社会実証では、観客上限数

（1 万人）を超えて、1800 人の入場枠を追加

図表 1 小売・娯楽施設の人出状況（全国、コロナ禍前との比較）

図表 2 ワクチン接種後の消費活動の変化（全国、コロナ禍前との比較）

（注 1）基準値はコロナ禍前（2020 年 1 月 3 日～ 2 月 6 日）の 5 週間における当該曜日の中央値。
（注 2）「小売・娯楽施設」はレストラン、カフェ、ショッピングセンター、テーマパーク、博映画館など
（資料） Google「コミュニティ モビリティ レポート」

（注）2021 年 8 月 10 日～ 12 日にインターネット上でアンケート調査を実施。全国 420 名の男女対象。
（資料） 十六総合研究所「新型コロナウイルス禍における消費意識調査」

1  第一生命経済研究所「第 4 回新型コロナウイルス
による生活と意識の変化に関する調査」（2021 年 9
月実施）によると、ワクチン接種完了後の感染事例
も見られることから、ワクチン接種者の 4 割以上が「感
染する・させる不安」が減っていないとしている。
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した。入場時にワクチン接種証明・陰性証明を
確認する仕組みを採用したが、確認スタンプを
チケットに押す必要があったため、普及してい
る電子チケットが使用できず、利便性への課題
が提起された。

コロナ禍においても日常生活を最大限維持す
る「ウィズコロナ社会」を実現するためには、
上記のような取り組みが欠かせない。感染拡大
時においても、国民が必要以上に感染を恐れず、
日常生活を維持できるための社会環境整備が重
要になっている。国内においては、感染対策へ
の意識が強いことから、感染拡大期に行動自粛
につながりやすく、日常生活における「感染リ
スクの低減」と「感染拡大防止」に向けた取り
組みが特に重要と言える。

図表 3 ウィズコロナ社会に向けた動き

≪感染拡大防止≫

基本的な感染防止対策の徹底（3 密回避、ワク

チン接種等）

抗原検査キットの薬局での販売

≪感染リスクの低減≫

ワクチン接種証明書・陰性証明書の活用（社

会実証中）

≪医療体制の強化≫

感染拡大時の臨時医療施設の設置（コロナ病

床の拡充）

経口治療薬の実用化　

医療人材の確保

（資料）筆者作成

○ 「第 6 波」への懸念
7 月以降のコロナ感染「第 5 波」が落ち着き

を見せる中、ワクチン接種完了者への感染事例
（ブレークスルー感染）が相次いでいる。また、
ワクチン接種で先行した英国、ドイツ、米国、

カナダなどの欧米各国でも、感染再拡大の動
きが見られた。日本におけるワクチン接種は 6
月以降に大きな進捗を見せたことから、半年経
過後の 12 月以降に感染「第 6 波」への懸念が
残る。前述の通り、ウィズコロナ社会に向けた
動きも見られるが、感染が急拡大した場合、行
動自粛の動きが強まる可能性は高く、経済活動
は引き続き、コロナ禍の感染状況に大きく左右
されることが予想される。

3. 「ウィズコロナ」における企業の取組事例
コロナ禍による経済活動への悪影響が今後も

予想される中で、県内企業を含めて、この難局
に対応すべく様々な取り組みが行われている。
国・県においても、このような企業の取り組み
をサポートするため「事業再構築補助金」など
の支援策を展開している。

以下では、ウィズコロナ社会に対応するため
新たな事業活動を展開している取組事例を、コ
ロナ禍の影響の大きい商業事業者を中心に紹介
する（紹介事例は国のコロナ支援策「事業再構
築補助金」の採択案件から抜粋）。

図表 4 ウィズコロナにおける企業の取組事例

川上・川下分野への進出

・鶏卵販売企業によるスイーツ開発 / 販売
・酒類販売事業に加えて移動販売車での生ビール

量り売り事業の展開

サービス事業の展開

・SNS 発信を趣味とする個人への撮影用レンタル
スタジオの貸出

・インテリア販売に加えてガーデニングに関する
個人向けコンサルティングへの進出

・工具卸売事業に加えて工場全体の自動化システ
ムの提案事業への進出

・呉服販売事業から記念日向けのプレゼント提案
/ 販売事業への進出

非接触事業の展開

・インターネット通販市場への参入
・オンライン展示会運営事業への参入
・ライブコマースの実施（インターネット上での

動画実演販売）
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社会課題解決型ビジネスの展開

・土産物販売事業に加えてドローンを活用した農
薬散布事業への展開（地域農業支援）

・スポーツ用品販売事業に加えてスポーツを活用
した高齢者福祉事業の展開

・建設資材販売に加えて、屋根工職人育成のため
の動画教材の制作・販売（人材育成）

・衣料品販売に加えて、顧客の持ち込む古着を再
利用・高付加価値化して再販

最新技術の活用

・急速凍結技術を活用した冷凍食品市場への参入
・生花販売に加えて動画メッセージ付きフラワー

ギフトの販売

顧客一人ひとりのニーズへの対応（カスタマ
イズ）

・酒類販売事業に加えて、顧客のオーダーでつく
る熟成焼酎の保管・販売

（資料）中小企業庁「事業再構築補助金」ウェブサイト
内「採択結果」
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グラフで見る和歌山県経済指標
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個人消費

百貨店・スーパー販売額（全店、8月）は、
前年比 8.3％の減少となった（減少は 3 か月連
続で、減少幅は 7 月に比べて拡大）。8 月は新
型コロナウイルス変異株（デルタ株）の感染が
全国的に急拡大し、県内でも 1 日の新規感染
者数が 90 人を超えた。JR 和歌山駅前の人出は
減少し、近鉄百貨店和歌山店の来店客数はコロ
ナ感染「第 2 波」に見舞われた前年 8 月の客
数を下回った。加えて、8 月中旬には雨天が続
き、例年に比べて気温の低い日が続いた。この
結果、家電量販店やホームセンターの販売額も
低迷し、県内個人消費には総じて弱さが見られ
た。

新車販売台数 ( 軽自動車 [ 乗用 ] 含む、
8 月）は、前年比 5.0％減となった（減少は
3 か月連続）。半導体等の部品調達難で自動
車大手 8 社の国内生産台数（8 月）は前年比
16.3％減。生産遅れによる販売への影響は深
刻になってきており、県内では新車登録台数（8
月）が前年比 4.2％減、軽乗用車の販売台数は
同 6.0％減となっている。9 月についても、自
動車大手各社は生産調整を余儀なくされてお
り、新車販売台数は減少が予想される。

新設住宅着工戸数（8 月）は、前年比
11.5％増となった（増加は 4 か月連続）。「貸家」
が前年比 61.4％増となり、4 か月連続で前年
を上回っている。県内においてコロナ禍に係る
緊急事態宣言が発出された 2020 年 4 月以降、
大幅な減少が続いていた着工戸数だが、持ち直
しの動きが見られる。ただし、1 ～ 8 月累計の
着工戸数は、コロナ禍前の 19 年同時期に比べ
て 16.5％減、18 年同時期に比べて 13.3％減
となっており、1 割以上少ない水準にある。
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家計消費支出（除く住居等、7月）は、
前年比 8.0％減と 2 か月連続で前年を下回っ
た。7 月上旬～中旬にかけて、新型コロナウイ
ルスの感染状況に落ち着きが見られ、東京五
輪開幕時の 4 連休には、県内観光地にもにぎ
わいが見られた。ただし、下旬に入ると、感
染が急拡大した。そのような状況の中で、依
然として外食を控える動きは強く、「一般外食」
の支出は前年比 28.8％減（減少は 11 か月連続）
となっている。「被服及び履物」の支出も前年
比 17.6％減少（減少は 3 か月連続）しており、
家計消費は総じて減少傾向にある。

※和歌山市の調査対象先は 90 世帯程度と少ない上

に、調査対象が半年（単身世帯は 3 か月）で変更され

ている点には留意。

企業活動
鉱工業生産指数（7月）は、前月から 0.5

ポイント上昇。4 ～ 5 月には、石油・石炭製品
工業や金属製品工業で生産指数が大幅に落ち込
んだが、その後は持ち直しており、製造業全
体でも、20 年 4 月並みの水準を回復した。主
要業種である化学工業、汎用・業務用機械工業
の生産状況に底堅さが見られる。その一方で、
高炉 1 基の休止状態が続く鉄鋼業については、
コロナ禍前（2019 年 7 月）に比べて 3 割程度
低い生産指数となっている。生産用機械工業の
生産指数は極めて低い水準からは上昇している
が、このところ、持ち直しの動きに足踏み感が
見られる。
公共工事請負金額（8月）は、前年比 4.7％

減となり、3 か月連続で前年を下回った。4 ～
8 月累計での請負金額は前年同期比 5.6％減と
なったが、直近 5 年間では 2 番目に高い水準
にある。地域別では、湯浅地区・御坊地区など
紀中エリアで請負金額が減少する一方で、串本
地区・新宮地区などの紀南エリアでは請負金額
が増加している（すさみ串本道路、新宮紀宝道
路に係る大型工事が複数見られた）。



21 世紀WAKAYAMA 3721 世紀WAKAYAMA

TDB	景気 DI（8 月）は、㈱帝国データバ
ンクが月次で実施している景気動向調査から算
出された景況感を表す値である。この値が 50
を超えると、現在の景気を「良い」とする事業
者数が「悪い」とする事業者数を上回る。

8 月の景気 DI は 4 か月連続で改善。製造業・
非製造業ともに緩やかな改善傾向が続いてい
る。新型コロナ感染「第 5 波」の影響が全国
的に広がる中で、県内においても人出状況は悪
化したが、製造業・建設業を中心に景況感は改
善している。新型コロナウイルスの感染収束が
見通せない中で、先行き不透明感は強いものの、
ワクチン接種が普及していることもあり、見通
しに関しても、景気 DI は上昇する模様。

物　価
　　　　　　　　　　 

消費者物価指数（和歌山市、8月）は、
2020 年基準への改定の結果、携帯電話の新料
金プラン（3 月提供開始）の影響が強まり、通
信価格が大幅に下落した。その結果、家庭用耐
久財、生鮮食品を除く食料、エネルギー価格
は上昇傾向にあるものの、総合、コアコア CPI
ともに前年を下回る水準で推移している。今後
の物価見通しに関しては、世界的な経済活動正
常化で、資源価格が高騰しており、エネルギー
価格の上昇が予想される。また、天候不順によ
る食糧価格の上昇から、マーガリン、レギュラー
コーヒー、小麦粉製品などが 10 月から値上げ
となる。

雇　用
有効求人倍率（8月）	は、前月から 0.03

ポイント低下し、1.09 倍（倍率の下降は 2 か
月連続）。有効求職者数が 2 か月連続で増加し
ている。事業主都合で離職した求職者が減少す
る一方で、在職者による求職活動が増加してい
る。求人状況については、建設業、製造業、医
療・福祉、宿泊・飲食業などで前年に比べて増
加しているものの、コロナ禍前（2019 年 8 月）
と比較した場合、新規求人数は 11.4％減と少
ない。
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39

頭の宮　宇賀部神社 ～小野田元少尉ゆかりの地～ （海南市）
　宇賀部神社は地元民の間では“おこべさん”と愛称で呼ばれ親しまれて
いる神社です。頭の宮とあるように首から上の頭に関わることで、頭痛、う
つ病、認知症など脳に関わる病の平癒の神として崇拝されてきたが、最近
では学業成就や合格祈願で訪れる人も多いという。
　この宇賀部神社の名前を一躍有名にした出来事が昭和 49（1974）年に
起きた。それはフィリピンのルバング島からこの地出身の小野田寛郎元陸軍
少尉が 30 年振りに生還した事である。当時日本はこの衝撃的な救出劇の
話題で大騒ぎだった。そして生まれ故郷の海南市小野田に帰還しご両親と
涙のご対面になった場面は新聞や TV で広く伝えられた。小野田寛郎さんと
神社の宮司さんは親戚の関係にあり、神社内には小野田寛郎さんに関わる
扁額、写真、出征時の千人針など貴重な資料が展示公開されている。ご両
親が住んでいた家は今はなく、神社前の駐車場になっている。10 月には小
野田寛郎元陸軍少尉の生き様を描いた映画「ONODA 一万夜を越えて」が
公開される。（取材　萬羽）

南方熊楠記念館 ～知の巨人・自然保護活動の先駆者～ （白浜町）
　南方熊楠は慶応 3 年（1867）和歌山市の造り酒屋
に生まれた。幼少の頃より記憶力が抜群によく、8 才
にして江戸時代編纂の百科事典「和漢三才図会」105
巻の筆写を始めた。読むだけでは理解した事にはなら
ないと始めた筆写は、長じて英国留学時代でも発揮さ
れ、大英博物館の蔵書の筆写も手掛けている。熊楠
の知的興味は粘菌・キノコ・動物・人間・宇宙など理
系文系の枠を越えた多岐に渡った分野に向けられ、多
くの論文を残している。特に粘菌の研究が特筆され、
昭和 4 年（1929）昭和天皇に御進講された。記念館
には熊楠の博覧強記ぶりを彷彿とさせる資料が展示さ
れていて圧倒される。記念館は番所山公園の高台にあ
り、田辺湾や白浜温泉街、円月島などが望める風光
明媚な自然公園の中にある。（取材　萬羽）

比軍に投降時の写真頭の宮　宇賀部神社

昭和天皇御製碑
「雨にけふる神島を見て　紀伊の

国の生みし南方熊楠を思ふ」

屋上より田辺湾を望む

館内の廊下

南方熊楠　像

研究所だより

◆ 不確実性が高まる中でのレジリエントなものづくり ◆
　我が国そして和歌山県の中小製造業は、新型コロナウィルス感染症の蔓延下にあると同時に慢性的な労

働力不足、激甚化、頻発化する自然災害、ニーズの多様化を背景とする市場の急速な変化など不確実性の

高まりの真っただ中にあります。中小製造業が、こういった混乱や環境の変化を乗り越え、社会の要請に

応えていくためには、変化に対応するレジリエントな（柔軟で弾力性のある）能力を身につけていかなく

てはなりません。その大きな柱の１つは、限られた人的資源で新たな付加価値を創造していく能力すなわ

ち労働生産性を高めることであると思います。本研究では労働生産性を高める為、「人手に頼りすぎず」「人

の持つ能力を高め」「付加価値を創出する」ことに着目し、具体的には何をすればよいのかについて、業務

フローの見直し、デジタル化、働き方の見直し、多能化教育、企業連携といった切り口で考察します。

　和歌山県民は全国の平均に対し野菜の摂取量が少なく、メタボ該当者が多いといわれています。筆者自

身も健康診断の度に「食生活の改善」と「適度な運動」を求められています。そこで、健康および栄養に

ついて研究し理解を深めるとともに、食生活をはじめとする生活習慣の改善を 1 年間実践し、「実際にどこ

まで健康になれるか」、「本当に健康になれるのか」について体を張って検証していきます。併せて和歌山

県の取組及び他自治体等の先進事例についても研究していきます。

　本研究が「生涯を通じて心身ともに健康で長生きする」という理想の姿の実現の参考になればと考えて

います。

◆ 食生活の改善と健康について ◆

【キャベツの納豆巻】

賛助会員　募集
中！

賛助会員　募集
中！メールマガジンの

ご案内
メールマガジンの

ご案内

　当研究所発行の「WISEメールマガジン」では、ＨＰの

更新状況や、講演会・セミナー等のご案内などをお知ら

せしております。

　登録ご希望の際は、下記アドレスの「WISEメールマガ

ジン」から、必要事項をご記入の上、お申し込み下さい。

URL：http : //www.wsk . or. jp

◎ 会費 ：１口　２万円（年）

◎ 特典 ：刊行資料の配布、調査・研究成果の提供、

　　　　 講演会・セミナー等への参加、情報提供等

【白菜ときのこと豚肉と根菜のうどん】

労働生産性　＝
付加価値
労働投入量
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【編集後記】

「気候変動学」真鍋氏にノーベル賞――アラスカで遭遇した洪水の思い出

2021 年度のノーベル物理学賞が、真鍋淑郎・米プリンストン大学上席研究員ら３名に授与された。「物理
学賞」と聞いてイメージするのは、素粒子や原子物理学、あるいは天体・宇宙というメジャーな分野で、「気象・
気候学」というやや地味な範疇は、多くの人にとって、意外なものであった。

気候は、気温や水蒸気量、風の向きや強さ等、多くの要素が複雑に相互作用する現象であるが、真鍋氏は、
1967 年に「一次元大気モデル」を発表、地表から垂直に立った円柱状の大気の気候分布を高度なコンピュー
タで再現、CO₂ 濃度の増加と上下方向の気温上昇の関係を定量的に示し、CO₂ 濃度が２倍になると、地表の
温度が約２度上昇すると予測した。さらに、1969 年には、三次元構造を再現するため、大気と海の間での熱
のやりとりを組み込んだ「大気・海洋結合モデル」を発表、北半球の高緯度地域の温暖化が激しいとの知見を
示した。

今年 7 月、ベルギーやドイツ西部は、記録的な集中豪雨による大規模な洪水被害に見まわれ、各地の河川
で氾濫が発生した。死者・行方不明者は 300 名を超え、街中を流れる普段は水深 1m もない川が、8m にま
で増水したという。現地を視察したメルケル首相は、「とても現実の出来事とは思えない。ドイツ語には、こ
の惨状を形容できる言葉はない」と述べた。道路や鉄道、通信網等インフラの復旧費用は数十億ユーロに達す
ると予想されている。
「地球温暖化」で思い出すのは、もう 15 年前の夏の終わりに訪れたアラスカで遭遇した、地元住民も「か

つて経験なし」と、緊張と不安の表情で語った洪水である。当時、既に地球温暖化への危機感は言われていた（国
連の「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」が発足したのは 1988 年である）。コロナ禍で遠のいている
旅行も懐かしみ、少し紹介したい。

アラスカといえば、マッキンリーや氷河、オーロラ等の壮大で華麗な観光アイテムが揃う。当時、日本から
の直行便はなく、バンクーバーで乗り継ぐか、韓国仁川や台北発アンカレッジ経由 NY 便だが、夏季や冬のオー
ロラシーズンには JAL のチャーター便が運航されていた。

アラスカ到着 2 日目、濃いブルーに鮮やかな黄色のラインが美しいアラスカ鉄道に乗り、グリズリーベア
やムース、カリブー、白頭鷲等野生動物が自然のままに棲息するデナリ国立公園を訪れた。動物との距離は
相当離れていて、双眼鏡必須である。1914 年にフェアバンクスでゴールドラッシュが始まったのを機に、
1923 年、石炭輸送を主な目的に敷設されたアラスカ鉄道は、世界の山岳鉄道の中でも人気が高い。

コースは、アラスカ湾に面した港町スワードから北上し、アンカレッジ、タルキートナ（開拓時代の雰囲気
が残り、金の採掘も。マッキンリー山への登山基地で、冒険家植村直己さんの定宿で、最後の宿となった旅籠

“LATTITUDE 62”があり、私達もここで昼食をとった）、デナリ等を経て、北極圏に近い内陸の「光の都市」、
フェアバンクスに至る470マイルを約16時間で結んでいる。あらゆる物資を運ぶ貨物輸送の大動脈であるが、
観光列車として、旅行客でざわめき賑わう期間は１年のうち、ごく僅かである。

デナリで２泊し、アンカレッジへ戻る予定の日の朝、ホテルで私達は、車で通るはずであった橋が流され、
道路が大きく陥没している光景を地元テレビのニュースの映像で見た。頼みの綱の鉄道も不通。全ての陸上交
通が途絶された。

2021年12月15日
一般財団法人 和歌山社会経済研究所
〒640-8033  和歌山市本町２丁目１番地 
　　　　　　フォルテワジマ６階
　　　　　　 TEL 073-432-1444（代）
　　　　　　 FAX 073-424-5350
　　　　　　 URL : http://www.wsk.or.jp/
株式会社ウイング

発　　　行
編集発行者

印　　　刷

無断転載・複写を禁ずる

裏表紙の写真は、当研究所OB萬羽昭夫氏撮影



21 世紀WAKAYAMA 4121 世紀WAKAYAMA

急遽、代替手段として、小型機をチャーターすることにしたものの、悪天候でフライト出来ないという。窓
の外は雨、身動きの取れないまま、埒のあかない何時間もの交渉が続けられた。その夜は何とか、発着場近く
の西部劇映画に出てくるような野っ原に建つ大きなモーテル（外観は素朴であるが、中に入れば、日本のシ
ティホテルより快適か？）に移り、翌日、ようやく小型双発機 3 機を手配し、アンカレッジに向け、脱出した。
アンカレッジはよい天気で不思議だった。後から思えばスリリングな、そして幸運を感謝した旅であった。

地球存続への喫緊の課題である気候変動対策、地球温暖化への取り組みは、優れた学者達による研究で解
決するものではなく、私達の日々の暮らしや企業の経済活動の見直しや転換、国としての政治的判断をもとめ
る極めて重い課題である。人間の活動が及ぼす温暖化への影響について、今年 8 月に公表された前記の国連
IPCC の報告書において、初めて「人間の活動が温暖化に関係しているのは、疑いの余地なし」と明言された
ことが大きな話題となった。

折しも、本年 10 月末にイタリアで開催された G20 サミットでは、「温室効果ガスの排出量を、今世紀半ば
迄に実質ゼロにする」等の首脳宣言を採択、その直後に英国で開幕した「COP（国連気候変動枠組み条約締
約国会議）26」には、衆院選挙後の岸田首相も 0 泊 2 日の強行日程で駆け付け、「パリ協定」が掲げる「産
業革命前からの気温上昇幅を 1.5 度に抑える」等の努力目標の実現を進める。

真鍋氏への授賞第一報を、米メディアは、「地球環境への切迫した重要性をもつ」と報じた。
真鍋氏は、受賞直後の大学での記者会見で、「…気候変動から生じる干ばつや洪水等の災害や、政治や社会

に及ぼす影響は大きく、その対処は難しい。今回の受賞は、私にとって、ノーベル平和賞だと信じている。」
と語ったというが、現時代におけるノーベル賞選考委の地球環境、気候危機への警鐘、メッセージともいえ
よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷　奈々）
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